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矢
嶋
　
正
幸
　
提
出
　
学
位
申
請
論
文
（
課
程
博
士
）

　
　
『
関
東
地
方
に
お
け
る
太
々
神
楽
の
歴
史
民
俗
学
的
研
究
』

論
文
の
内
容
の
要
旨

　
矢
嶋
正
幸
の
学
位
申
請
論
文
「
関
東
地
方
に
お
け
る
太
々
神
楽
の
歴
史
民
俗
学
的
研
究
」

は
、
関
東
地
方
に
「
太
々
神
楽
」
等
の
名
称
で
継
承
さ
れ
、
神
社
祭
礼
で
奉
納
斎
行
さ
れ
る

神
楽
に
つ
い
て
、
埼
玉
県
と
群
馬
県
の
事
例
を
中
心
に
、
特
に
近
世
期
に
お
け
る
実
態
と
変

化
変
容
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
標
題
に
歴
史
民
俗
学
的
研
究
と
あ
る
の

は
、
こ
の
神
楽
に
つ
い
て
、
主
に
近
世
の
地
方
史
料
に
基
づ
い
て
、
そ
の
継
承
を
め
ぐ
る
歴

史
的
動
態
の
分
析
と
叙
述
を
め
ざ
す
こ
と
に
拠
る
。

　
論
文
は
、
序
章
、
第
一
部
「
土
師
一
流
催
馬
楽
神
楽
の
成
立
」、
第
二
部
「
神
楽
役
と
神

子
─
斎
行
の
担
い
手
─
」、
第
三
部
「
太
々
神
楽
の
経
済
と
寺
社
」、
第
四
部
「
変
容
す
る
神

楽
の
教
義
と
演
目
」、
終
章
「
結
論
と
今
後
の
課
題
」
と
い
う
二
章
と
四
部
で
構
成
す
る
。
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序
章
は
、
本
論
文
で
対
象
と
す
る
太
々
神
楽
を
中
心
と
し
た
従
来
の
神
楽
研
究
史
の
検

討
、
近
世
期
の
諸
史
料
を
多
く
用
い
る
こ
と
の
意
義
、
太
々
神
楽
斎
行
の
目
的
な
ど
を
論
ず

る
。
近
世
期
の
動
向
に
焦
点
を
当
て
る
の
は
、
関
東
地
方
の
現
在
の
太
々
神
楽
は
近
世
の
成

立
で
あ
る
か
ら
で
も
あ
り
、
序
章
で
は
歴
史
学
に
お
け
る
従
前
の
研
究
成
果
も
踏
ま
え
な
が

ら
、
ど
の
よ
う
な
宗
教
的
環
境
の
な
か
で
こ
れ
が
成
立
し
展
開
し
た
の
か
と
い
う
、
研
究
の

視
点
と
課
題
を
明
確
に
す
る
。

　
第
一
部
「
土
師
一
流
催
馬
楽
神
楽
の
成
立
」
は
、
埼
玉
県
久
喜
市
に
鎮
座
す
る
鷲
宮
神
社

に
奉
納
さ
れ
る
現
在
の
「
土
師
一
流
催
馬
楽
神
楽
」
は
、
享
保
期
の
当
社
大
宮
司
に
よ
る
神

楽
改
革
に
よ
っ
て
成
立
し
た
内
容
を
伝
え
て
お
り
、
こ
の
神
楽
の
成
立
経
緯
と
改
革
の
意
図

を
論
ず
る
。
論
述
は
二
章
か
ら
構
成
す
る
。
第
一
章
「
唯
一
神
道
教
義
に
基
づ
く
神
楽
の
変

容
」
で
は
、
享
保
期
の
神
楽
改
革
に
先
立
ち
、
大
宮
司
の
大
内
秀
勝
が
唯
一
神
道
教
義
を
受

容
し
、
吉
田
家
の
配
下
と
な
る
経
緯
を
明
ら
か
に
す
る
。
そ
れ
は
、
鷲
宮
神
社
で
は
、
十
七

世
紀
半
ば
に
代
々
の
大
宮
司
家
で
あ
る
大
内
家
と
社
家
の
宮
内
左
内
家
な
ら
び
に
宮
内
家
を

支
援
す
る
供
僧
寺
の
大
乗
院
と
の
間
で
神
社
支
配
を
め
ぐ
る
抗
争
が
あ
り
、
吉
川
惟
足
の
門
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人
で
あ
っ
た
大
内
秀
勝
は
、
唯
一
神
道
教
義
を
根
拠
に
訴
訟
に
勝
ち
、
大
内
家
は
鷲
宮
神
社

大
宮
司
と
し
て
の
地
位
を
持
続
し
、
そ
の
後
、
吉
川
惟
足
の
後
ろ
盾
も
あ
っ
て
、
京
都
の
吉

田
家
か
ら
「
宗
源
加
行
次
第
」
の
相
伝
や
叙
任
を
う
け
る
と
い
う
経
緯
を
明
ら
か
に
す
る
。

　
そ
し
て
、
秀
勝
没
後
に
大
宮
司
に
就
任
し
た
大
内
国
久
は
、
吉
田
家
か
ら
授
与
さ
れ
た
行

法
を
配
下
の
社
家
に
伝
授
す
る
と
と
も
に
、
享
保
十
一
年
（
一
七
二
六
）
正
月
に
『
土
師
一

流
催
馬
楽
神
楽
歌
』
を
編
纂
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
神
楽
改
革
を
成
就
さ
せ
た
と
す
る
。
こ

れ
が
現
在
の
鷲
宮
催
馬
楽
神
楽
に
継
承
さ
れ
る
が
、
国
久
に
よ
っ
て
ま
と
め
ら
れ
た
と
考
え

ら
れ
る
『
神
道
諸
祝
詞
集
』
収
録
の
「
遷
宮
之
次
第
」、
神
楽
初
段
「
天
照
国
照
太
祝
詞
神

詠
之
段
」
に
は
唯
一
神
道
の
行
法
や
教
義
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
、『
神
道
諸
祝
詞
集
』
の

中
臣
祓
の
注
記
、
神
楽
第
八
座
「
祓
除
清
浄
均
太
麻
之
段
」、
第
十
二
座
「
天
神
地
祇
感
納

受
之
段
」
に
は
吉
川
惟
足
の
神
道
教
義
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
具
体
的
に
示
す
。

　
第
二
章
「
宮
中
御
神
楽
歌
の
摂
取
と
神
楽
改
革
」
は
、「
土
師
一
流
催
馬
楽
神
楽
」
の
伝

承
内
容
に
つ
い
て
、
大
内
国
久
に
よ
る
享
保
十
一
年
（
一
七
二
六
）
の
『
土
師
一
流
催
馬
楽

神
楽
歌
』
か
ら
、
そ
の
内
容
を
検
証
す
る
。
従
来
の
研
究
で
宮
中
御
神
楽
を
も
と
に
構
成
し
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た
と
指
摘
さ
れ
る
第
二
座
「
天
心
一
貫
本
末
神
楽
歌
催
馬
楽
之
段
」
の
詞
章
検
討
か
ら
、
こ

れ
は
『
梁
塵
愚
案
抄
』
を
元
に
し
て
宮
中
御
神
楽
を
取
り
入
れ
よ
う
と
し
た
こ
と
、
ま
た
、

国
久
は
自
ら
「
武
者
小
路
大
納
言
実
陰
卿
門
生
」
と
い
う
よ
う
に
積
極
的
に
堂
上
歌
壇
の
歌

を
学
び
、『
土
師
一
流
催
馬
楽
神
楽
歌
』
に
は
、
後
柏
原
天
皇
や
三
条
西
実
隆
な
ど
の
歌
を

取
り
込
ん
だ
こ
と
を
示
し
、
こ
う
し
た
国
久
の
動
き
は
、
当
時
の
朝
儀
復
興
運
動
が
こ
の
地

方
に
も
及
ん
だ
こ
と
の
一
例
で
あ
る
と
す
る
。

　
第
二
部
「
神
楽
役
と
神
子
─
斎
行
の
担
い
手
─
」
は
、
神
楽
斎
行
を
担
う
近
世
の
神
楽
役

と
神
子
（
巫
女
）
の
実
態
叙
述
と
、
そ
の
身
分
の
動
向
や
役
務
の
変
遷
を
課
題
と
す
る
。
四

章
か
ら
構
成
し
、
第
一
章
「
神
楽
役
の
実
態
─
鷲
宮
神
社
を
事
例
に
─
」
で
は
、
近
世
の
鷲

宮
神
社
の
「
土
師
一
流
催
馬
楽
神
楽
」
は
、
大
宮
司
の
配
下
で
あ
る
神
楽
役
に
よ
っ
て
斎
行

さ
れ
て
い
た
。
当
社
の
神
事
は
こ
の
神
楽
役
と
、
そ
の
上
位
に
位
置
す
る
社
役
に
よ
っ
て
担

わ
れ
、
と
も
に
神
社
か
ら
俸
禄
を
得
て
い
た
。
両
役
家
は
基
本
的
に
世
襲
で
、
こ
れ
を
家
職

と
し
て
嗣
い
で
い
る
こ
と
を
近
世
の
諸
史
料
か
ら
明
ら
か
に
し
、
ま
た
、
両
役
家
は
入
れ
替

わ
る
こ
と
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
固
定
し
た
格
式
で
は
な
く
、
職
務
と
し
て
の
性
格
を
も
っ
た
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と
指
摘
す
る
。

　
さ
ら
に
、
神
楽
役
は
神
楽
斎
行
に
加
え
、
参
詣
講
の
運
営
や
参
詣
者
の
世
話
、
御
神
湯
と

い
う
入
浴
施
設
の
管
理
な
ど
多
様
な
職
務
内
容
が
あ
っ
た
こ
と
、
ま
た
、
寛
文
期
に
は
神
楽

役
に
「
中
臣
祓
免
許
状
」
が
神
主
家
か
ら
授
与
さ
れ
て
い
る
な
ど
、
祭
式
行
事
作
法
も
習
得

し
て
い
た
と
す
る
。

　
こ
う
し
た
鷲
宮
神
社
の
神
楽
役
の
立
場
は
、
明
治
時
代
初
め
に
大
き
く
変
化
す
る
。
具
体

的
に
は
神
社
か
ら
の
俸
禄
と
し
て
の
給
地
は
各
役
家
の
所
有
地
と
な
り
、
そ
の
役
職
名
も
廃

絶
さ
れ
、
旧
神
楽
役
は
「
神
楽
人
」
の
名
で
太
々
神
楽
の
奉
納
を
神
社
に
願
い
出
て
い
る
。

旧
神
楽
役
に
よ
る
神
楽
は
明
治
に
な
っ
て
か
ら
は
、
体
制
を
変
え
て
継
承
さ
れ
て
い
た
が
、

第
二
次
世
界
大
戦
後
は
一
人
だ
け
と
な
り
、
現
在
は
有
志
が
「
神
楽
師
」
と
い
う
名
で
神
楽

斎
行
を
継
承
す
る
と
、
神
楽
役
の
近
代
か
ら
現
代
へ
の
変
遷
を
た
ど
っ
て
い
る
。

　
第
二
章
「
吉
田
家
本
所
と
神
楽
役
の
対
応
─
「
神
祇
管
領
」
名
義
の
「
神
楽
役
裁
許
状
」

か
ら
─
」
で
は
、
寛
文
五
年
（
一
六
六
五
）
の
幕
府
に
よ
る
諸
社
禰
宜
神
主
法
度
に
よ
っ
て

神
祇
管
領
長
上
と
名
の
っ
た
吉
田
家
の
江
戸
役
所
発
行
の
許
状
を
巡
っ
て
の
、
六
所
宮
（
現
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府
中
市
の
大
國
魂
神
社
）
と
鷲
宮
神
社
の
対
応
と
、
こ
れ
に
よ
る
「
神
楽
役
」
の
位
置
づ
け

を
論
ず
る
。
寛
政
三
年（
一
七
九
一
）設
置
の
吉
田
家
江
戸
役
所
は
、享
和
元
年（
一
八
〇
一
）

に
六
所
宮
配
下
の
社
中
・
神
楽
役
・
神
子
に
同
役
所
か
ら
許
状
を
受
け
る
よ
う
に
求
め
た
。

こ
れ
に
対
し
て
六
所
宮
は
、
神
楽
役
と
神
子
の
許
状
授
与
の
取
り
次
ぎ
と
費
用
負
担
を
行

い
、
翌
享
和
二
年
に
許
状
は
発
給
さ
れ
る
が
、
そ
の
許
状
は
神
主
の
手
元
に
と
ど
め
ら
れ
、

神
主
に
よ
る
神
楽
役
・
神
子
の
統
制
は
持
続
す
る
。

　
一
方
、
鷲
宮
神
社
で
は
寛
文
年
間
か
ら
社
役
や
神
楽
役
に
対
し
て
、
大
宮
司
か
ら
私
的
な

神
道
伝
授
に
と
も
な
う
各
種
許
状
が
発
行
さ
れ
て
い
た
。
吉
田
家
江
戸
役
所
は
、
鷲
宮
神
社

に
対
し
て
も
六
所
宮
と
同
様
に
配
下
へ
の
許
状
取
得
を
求
め
た
よ
う
で
、
享
和
二
年

（
一
八
〇
二
）
に
江
戸
役
所
は
神
楽
役
に
許
状
を
発
給
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
鷲
宮
神

社
神
楽
役
は
、
近
隣
で
許
状
を
持
た
ず
に
神
楽
を
行
う
者
の
取
締
を
行
い
、
さ
ら
に
後
年
に

は
新
規
行
事
や
新
た
な
講
の
結
成
、
祈
祷
施
行
と
い
っ
た
対
外
的
な
活
動
を
活
発
に
行
う
よ

う
に
な
っ
た
と
指
摘
す
る
。

　
第
三
章
「
神
社
神
子
の
活
動
と
動
静
─
榛
名
神
社
を
事
例
に
─
」
で
は
、
榛
名
山
の
神
子
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（
巫
女
）
の
近
世
の
動
向
か
ら
、
い
わ
ゆ
る
神
社
神
子
が
託
宣
業
務
を
喪
失
し
、
神
楽
だ
け

を
行
う
よ
う
に
な
っ
た
理
由
を
考
察
す
る
。
安
永
年
間
（
一
七
七
二
～
八
一
）
に
起
き
た
山

内
配
下
の
神
子
を
め
ぐ
る
ト
ラ
ブ
ル
を
ま
と
め
た
『
巫
女
之
記
録
』
を
も
と
に
し
て
、
榛
名

山
へ
の
参
詣
講
で
あ
る
太
々
講
の
活
発
化
に
伴
う
神
子
不
足
へ
の
対
応
と
し
て
、
神
楽
の
み

を
行
う
新
規
神
子
を
取
立
て
る
よ
う
に
な
っ
た
経
緯
と
、
神
楽
と
託
宣
の
両
方
を
行
う
世
襲

の
神
子
が
追
放
さ
れ
た
経
緯
を
示
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
山
内
神
子
の
動
向
が
わ
か
り
、以
後
、

榛
名
山
で
は
神
子
に
よ
る
託
宣
は
な
く
な
り
、
追
放
さ
れ
た
神
子
の
孫
は
、
神
子
と
し
て
山

内
に
残
り
神
楽
だ
け
を
引
き
継
い
だ
。
こ
う
し
た
神
子
業
務
の
限
定
は
、
東
叡
山
発
給
の
補

任
状
で
、「
神
事
神
楽
等
」
が
神
子
の
職
能
と
さ
れ
た
こ
と
が
一
つ
の
理
由
と
考
え
ら
れ
る

が
、
こ
れ
に
加
え
、
太
々
講
な
ど
に
よ
る
太
々
神
楽
奉
納
の
拡
大
に
よ
っ
て
、
神
楽
だ
け
で

生
計
が
立
て
ら
れ
る
経
済
的
条
件
が
整
っ
た
こ
と
や
、
神
子
役
に
就
任
す
る
こ
と
へ
の
女
性

た
ち
の
忌
避
感
も
あ
っ
た
と
指
摘
す
る
。

　
第
四
章
「
神
子
の
地
位
と
神
子
神
楽
─
北
関
東
の
諸
事
例
─
」
で
は
、
埼
玉
県
と
群
馬
県

を
中
心
と
す
る
北
関
東
に
お
い
て
、
近
世
期
に
、
家
職
と
し
て
神
楽
を
斎
行
す
る
神
子
（
巫
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女
）
が
、
神
事
舞
太
夫
、
陰
陽
道
、
修
験
道
、
神
道
と
い
う
多
種
の
本
山
・
本
所
か
ら
、
ど

の
よ
う
に
統
制
さ
れ
て
い
た
の
か
を
論
ず
る
。

　
従
来
の
研
究
で
は
、
近
世
期
の
神
子
は
夫
や
父
に
隷
属
し
た
と
す
る
見
解
と
、
独
立
し
た

地
位
を
築
い
て
い
た
と
い
う
見
解
が
存
在
す
る
が
、
本
論
文
で
は
こ
う
し
た
神
子
の
立
場
を

北
関
東
の
近
世
史
料
で
見
て
い
く
と
、
そ
れ
は
神
子
の
夫
や
父
で
あ
る
男
性
宗
教
者
が
所
属

す
る
本
山
・
本
所
よ
っ
て
違
い
が
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
神
子
の
役
務
に
つ
い
て
修
験
道
で

は
柔
軟
だ
っ
た
が
、
吉
田
家
は
厳
格
に
規
制
を
し
て
お
り
、
一
律
的
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を

示
す
。
ま
た
、
秩
父
神
社
の
太
々
神
楽
で
は
文
政
期
頃
か
ら
男
性
が
女
面
を
つ
け
て
鈿
女
舞

を
行
っ
て
お
り
、
こ
の
時
代
に
は
神
子
を
必
要
と
し
な
い
神
楽
斎
行
の
下
地
が
整
え
ら
れ
て

い
た
と
も
推
測
す
る
。

　
第
三
部
「
太
々
神
楽
の
経
済
と
寺
社
」
は
、
近
世
に
お
け
る
太
々
神
楽
継
承
の
社
会
基
盤

に
つ
い
て
、
経
済
動
向
、
地
域
社
会
の
あ
り
方
、
宗
教
制
度
か
ら
考
察
す
る
部
で
、
三
章
で

構
成
す
る
。

　
第
一
章
「
太
々
講
の
経
済
─
榛
名
神
社
を
事
例
に
─
」
で
は
、
榛
名
山
の
別
当
・
坊
・
御
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師
が
参
詣
講
に
発
行
し
た
領
収
書
か
ら
、
太
々
神
楽
奉
納
な
ど
参
詣
経
費
の
内
容
を
分
析

し
、
神
楽
の
奉
納
経
費
を
中
心
に
太
々
講
の
経
済
的
動
向
を
検
証
す
る
。

　
榛
名
山
内
で
は
、
度
々
、
各
地
の
太
々
講
が
参
詣
す
る
際
の
支
払
金
額
が
定
め
ら
れ
た
。

こ
れ
は
奉
納
金
・
神
酒
御
供
料
・
蒔
銭
・
坊
入
（
宿
泊
料
）
な
ど
の
基
準
額
で
、
明
和
六
年

（
一
七
六
九
）
に
は
太
々
講
の
参
詣
饗
応
を
軽
く
し
て
施
主
負
担
の
軽
減
を
図
っ
て
い
る
。

そ
の
後
の
寛
政
七
年
（
一
七
九
五
）
に
は
、
明
和
六
年
時
の
基
準
額
よ
り
も
高
額
の
執
行
料

金
を
定
め
、
参
詣
一
回
当
た
り
の
利
益
率
を
高
め
、
他
方
で
は
盛
ん
に
な
っ
た
太
々
神
楽
奉

納
数
の
削
減
と
神
楽
斎
行
者
の
実
労
負
担
の
軽
減
化
を
図
る
措
置
が
講
じ
ら
れ
た
と
す
る
。

　
ま
た
、
寛
政
八
年
（
一
七
九
六
）
に
は
万
人
講
と
い
い
、
六
年
、
八
年
と
一
定
年
数
の
参

詣
・
神
楽
奉
納
の
費
用
支
払
い
を
一
括
し
て
行
う
制
度
も
整
え
ら
れ
た
。
こ
の
万
人
講
は
、

榛
名
山
の
御
師
が
世
話
人
と
な
っ
て
不
特
定
多
数
の
人
を
集
め
る
制
度
で
も
あ
り
、
こ
れ
に

よ
っ
て
参
詣
者
が
増
え
る
一
方
、
講
員
に
と
っ
て
は
従
前
よ
り
経
済
的
負
担
は
減
る
と
い
う

利
点
が
あ
り
、
参
詣
講
と
し
て
こ
の
仕
組
み
は
普
及
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
近
世
期
に
は
、
神
楽
奉
納
を
伴
う
参
詣
講
の
経
済
的
仕
組
み
に
変
化
が
あ
る
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が
、
領
収
書
に
み
る
講
社
の
費
用
負
担
は
、
饗
応
は
年
代
や
講
に
よ
る
値
段
の
上
下
が
あ
る

の
に
対
し
、
神
楽
奉
納
料
と
御
神
酒
供
料
は
一
貫
し
て
変
化
し
な
い
と
い
う
特
徴
が
あ
る
こ

と
を
指
摘
す
る
。

　
第
二
章
「
寄
合
神
楽
の
実
態
─
北
関
東
を
中
心
に
─
」
で
は
、
上
野
国
新
田
郡
高
林
の
御

嶽
神
社
で
開
催
さ
れ
た
太
々
神
楽
の
記
録
を
も
と
に
、
近
世
末
に
は
多
く
の
村
々
か
ら
神
職

や
神
子
が
集
ま
っ
て
の
神
楽
斎
行
が
あ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。
天
保
年
間
の
高
林
で

の
神
楽
斎
行
に
は
武
蔵
国
と
上
野
国
の
五
十
五
ヶ
村
か
ら
参
詣
者
が
あ
り
、
神
楽
を
行
う
神

職
と
神
子
は
上
野
国
新
田
郡
・
邑
楽
郡
、
武
蔵
国
幡
羅
郡
・
比
企
郡
、
下
野
国
梁
田
郡
の
者

た
ち
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
斎
行
方
式
を
「
寄
合
神
楽
」
と
名
付
け
、
こ
れ
を
可
能
と
し
た

の
は
、
神
職
は
吉
田
家
配
下
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
神
子
は
修
験
道
当
山
派
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
通
し
て
の
集
合
が
あ
っ
た
か
ら
と
推
測
す
る
。

　
第
三
章
「
神
楽
斎
行
と
寺
社
」
で
は
、
武
蔵
国
北
部
を
中
心
と
し
て
、
文
化
文
政
期
に
は

吉
田
家
の
統
制
に
よ
っ
て
、
従
来
は
寺
院
で
も
斎
行
さ
れ
た
神
楽
が
神
社
に
独
占
さ
れ
て
い

く
過
程
を
明
ら
か
に
す
る
。
具
体
的
に
は
、
鷲
宮
神
社
と
総
願
寺
の
神
楽
執
行
を
巡
る
争
い
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を
受
け
て
、
近
隣
の
寺
院
で
は
境
内
で
の
神
楽
執
行
を
避
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
う
し
た

情
勢
か
ら
、
春
秋
に
太
々
神
楽
を
行
っ
て
い
た
妻
沼
聖
天
宮
で
は
、
境
外
に
設
け
た
摩
多
利

神
社
で
太
々
神
楽
奉
納
を
行
う
よ
う
に
な
る
な
ど
、
神
楽
斎
行
の
場
が
神
社
に
限
定
さ
れ
て

い
く
過
程
を
示
す
。

　
第
四
部
「
変
容
す
る
神
楽
の
教
義
と
演
目
」
で
は
、
幕
末
か
ら
明
治
期
の
神
楽
の
変
容
や

新
た
な
演
目
の
創
出
に
つ
い
て
、
鷲
宮
神
社
縁
起
と
同
社
の
「
土
師
一
流
催
馬
楽
神
楽
」、

埼
玉
県
秩
父
地
方
の
「
養
蚕
の
舞
」
を
取
り
上
げ
て
、
二
章
で
構
成
し
て
論
ず
る
。

　
第
一
章
「
平
田
国
学
に
よ
る
神
楽
と
神
社
縁
起
の
改
変
─
鷲
宮
神
社
を
事
例
に
─
」
は
、

近
世
末
に
鷲
宮
神
社
大
宮
司
に
就
任
し
た
大
内
国
政
は
、
三
十
三
歳
で
亡
く
な
る
が
、
平
田

篤
胤
に
師
事
す
る
と
と
も
に
歌
道
を
学
び
、『
鷲
宮
神
楽
正
録
』『
鷲
宮
迦
美
保
賀
比
』
な
ど

を
著
し
、
篤
胤
の
教
え
を
も
と
に
神
楽
演
目
で
は
、
現
在
は
番
外
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る

「
太
刀
折
紙
の
舞
」
を
設
け
、
こ
れ
と
連
動
さ
せ
て
神
社
縁
起
を
改
編
し
た
こ
と
を
明
ら
か

に
す
る
。

　「
太
刀
折
紙
の
舞
」
は
、
大
内
国
久
の
『
土
師
一
流
催
馬
楽
神
楽
歌
』
に
は
記
載
の
な
い
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曲
目
で
あ
る
が
、『
鷲
宮
神
楽
正
録
』
は
「
国
平
広
矛
の
舞
」
を
今
は
「
太
刀
折
紙
」
と
い
い
、

こ
れ
が
当
社
の
神
楽
の
起
こ
り
で
、
大
己
貴
命
が
大
鷲
に
乗
っ
て
妻
ま
ぎ
の
途
中
で
こ
の
地

に
立
ち
寄
り
、
国
平
広
矛
の
舞
を
舞
っ
た
と
記
す
。
天
保
十
四
年
（
一
八
四
三
）
の
『
鷲
宮

迦
美
保
賀
比
』
に
も
、「
国
平
広
鉾
神
楽
歌
」
の
解
説
に
、
こ
れ
は
大
国
主
命
の
神
遊
び
の

古
舞
で
、
神
楽
が
十
二
座
に
定
ま
っ
て
か
ら
こ
の
舞
は
み
だ
り
に
奏
し
な
い
こ
と
に
な
っ
た

と
し
て
い
る
。
ま
た
、
国
政
が
文
政
九
年
（
一
八
二
六
）
頃
に
書
い
た
と
思
わ
れ
る
「
武
蔵

国
太
田
庄
鷲
宮
神
社
由
来
並
私
家
之
由
緒
書
下
書
」
で
は
、
鷲
宮
神
社
は
天
穂
日
命
を
祀
る

が
、
こ
れ
は
大
己
貴
命
が
大
鷲
に
乗
っ
て
妻
ま
ぎ
を
行
っ
て
い
る
と
き
に
、
大
己
貴
命
の
祭

祀
者
と
し
て
天
穂
日
命
が
指
定
さ
れ
、
大
己
貴
命
が
三
諸
山
に
移
っ
て
か
ら
は
、
祭
祀
者
の

天
穂
日
命
を
本
宮
に
移
し
て
祀
る
よ
う
に
な
っ
た
と
、
縁
起
を
書
き
換
え
て
い
る
。
こ
う
し

た
神
楽
曲
目
と
神
社
縁
起
を
結
び
つ
け
、
両
者
の
改
変
・
改
編
を
行
っ
た
大
内
国
政
は
、
大

宮
の
氷
川
神
社
と
親
密
な
関
係
に
あ
り
、
氷
川
神
社
で
も
篤
胤
の
説
く
教
義
を
受
容
し
て
お

り
、
し
か
も
国
政
自
身
も
篤
胤
に
師
事
し
た
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
改
変
・
改
編
は
平
田
篤

胤
の
影
響
下
で
行
わ
れ
た
と
指
摘
す
る
。
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第
二
章「
新
し
い
演
目
の
創
出
と
そ
の
基
盤
─
北
関
東
の「
養
蚕
の
舞
」を
中
心
に
─
」は
、

埼
玉
県
秩
父
地
方
や
群
馬
県
で
は
、
明
治
時
代
に
養
蚕
業
が
盛
ん
に
な
る
に
つ
れ
て
、
同
時

多
発
的
に
「
養
蚕
の
舞
」
と
い
う
演
目
が
創
設
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
論
述
す
る
。
そ
の
上
で
、

こ
う
し
た
新
曲
の
創
設
に
は
、
こ
れ
以
前
か
ら
あ
っ
た
「
稲
作
」「
種
子
蒔
の
舞
」
が
下
地

に
存
在
し
た
こ
と
を
示
し
、
新
た
な
芸
態
が
発
生
す
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
、
新
た
な
芸
態
の
伝

播
と
受
容
に
は
、
元
か
ら
あ
っ
た
芸
態
が
下
敷
き
に
な
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。

　
最
終
章
で
あ
る
終
章
「
結
論
と
今
後
の
課
題
」
で
は
、
各
部
、
各
章
で
の
論
述
を
ま
と
め

る
と
も
に
、
今
後
の
課
題
と
し
て
は
、
現
在
の
神
楽
実
態
を
起
点
に
過
去
に
遡
及
し
な
が
ら

神
楽
継
承
の
推
移
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
、
な
か
で
も
近
代
に
お
け
る
社
会
状
況
と
神
楽
斎

行
の
関
係
が
課
題
と
な
る
こ
と
、
ま
た
、
関
東
地
方
以
外
の
地
域
に
お
い
て
、
本
論
文
で
論

じ
た
事
象
が
ど
の
よ
う
な
実
態
を
も
つ
の
か
の
研
究
が
必
要
で
あ
る
こ
と
な
ど
を
あ
げ
る
。
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論
文
審
査
の
結
果
の
要
旨

　
矢
嶋
正
幸
の
学
位
申
請
論
文
「
関
東
地
方
に
お
け
る
太
々
神
楽
の
歴
史
民
俗
学
的
研
究
」

は
、
関
東
地
方
に
伝
承
、
継
承
さ
れ
て
い
る
太
々
神
楽
に
つ
い
て
、
埼
玉
県
と
群
馬
県
を
中

心
に
、
そ
の
近
世
期
に
お
け
る
動
向
を
論
述
す
る
。

　
論
文
は
二
章
・
四
部
か
ら
構
成
さ
れ
、
こ
の
な
か
で
神
楽
改
革
と
も
い
え
る
在
地
神
楽
の

演
目
改
変
、
神
楽
を
担
う
神
楽
師
や
神
子
（
巫
女
）
の
社
会
的
位
置
づ
け
に
関
す
る
動
向
、

寛
文
五
年
（
一
六
六
五
）
の
徳
川
幕
府
に
よ
る
諸
社
禰
宜
神
主
法
度
に
よ
っ
て
神
祇
管
領
長

上
と
な
っ
た
吉
田
家
（
吉
田
神
道
）
の
神
社
支
配
政
策
に
対
す
る
有
力
神
主
の
対
応
、
各
地

の
太
々
講
に
よ
る
太
々
神
楽
奉
納
な
ど
神
社
参
詣
時
の
経
費
を
め
ぐ
る
経
済
的
状
況
、
さ
ら

に
明
治
期
の
養
蚕
業
活
況
化
と
い
う
生
業
変
動
と
新
た
な
神
楽
演
目
の
創
出
な
ど
に
つ
い

て
、
近
世
の
地
方
史
料
や
伝
承
情
報
を
用
い
て
分
析
、
考
察
す
る
。

　
近
年
の
神
楽
研
究
は
、
福
田
晃
ほ
か
編
『
神
楽
の
中
世
─
宗
教
芸
能
の
地
平
へ
』（
令
和

三
年
刊
）
な
ど
、
中
世
期
の
実
相
解
析
に
焦
点
を
当
て
る
も
の
が
目
立
っ
て
い
る
。
確
か
に
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現
行
神
楽
の
淵
源
あ
る
い
は
下
地
と
し
て
中
世
期
の
神
楽
研
究
は
必
要
で
あ
る
が
、
現
在
の

神
楽
は
よ
り
強
く
近
世
期
の
動
向
と
結
び
つ
い
て
お
り
、
近
代
も
含
め
、
そ
の
具
体
相
の
研

究
は
現
行
神
楽
の
理
解
に
は
重
要
と
な
る
。
近
世
期
の
神
楽
に
関
す
る
こ
れ
ま
で
の
研
究
に

は
、
た
と
え
ば
神
楽
斎
行
者
と
神
道
、
陰
陽
道
、
修
験
道
、
神
事
舞
太
夫
の
本
所
・
本
山
と

の
関
係
づ
け
に
基
づ
く
、
斎
行
権
限
の
維
持
、
継
承
の
研
究
が
多
く
あ
る
が
、
斎
行
演
目
の

改
変
や
奉
納
費
用
な
ど
の
経
済
状
況
に
つ
い
て
の
研
究
は
進
ん
で
い
な
か
っ
た
。
こ
う
し
た

研
究
動
向
の
な
か
で
、
本
論
文
は
、
前
述
の
よ
う
に
関
東
地
方
の
太
々
神
楽
の
近
世
期
の
展

開
に
つ
い
て
多
面
的
な
分
析
、
考
察
を
行
い
、
神
楽
研
究
を
前
進
さ
せ
た
と
評
価
で
き
る
。

　
そ
の
顕
著
な
成
果
を
あ
げ
る
と
、
第
一
に
は
第
一
部
第
一
章
・
第
二
章
で
の
、
埼
玉
県
久

喜
市
の
鷲
宮
神
社
の
大
宮
司
大
内
国
久
に
よ
る
享
保
年
間
の
「
土
師
一
流
催
馬
楽
神
楽
」
の

創
設
を
め
ぐ
る
論
述
が
あ
る
。
そ
れ
は
国
久
の
先
々
代
宮
司
で
、
吉
川
惟
足
の
門
人
で
あ
っ

た
大
内
秀
勝
は
、
鷲
宮
神
社
の
祭
祀
権
を
め
ぐ
る
供
僧
寺
な
ら
び
に
社
家
と
の
争
い
の
な
か

で
、
唯
一
神
道
教
義
を
根
拠
に
訴
訟
に
勝
つ
と
と
も
に
、
吉
田
家
か
ら
「
宗
源
加
工
次
第
」

の
相
伝
を
う
け
て
い
る
。
そ
し
て
、
国
久
は
唯
一
神
道
教
義
や
吉
川
惟
足
に
よ
る
神
道
教
義
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を
受
容
し
、
従
前
か
ら
の
神
楽
伝
承
を
改
変
し
て
現
在
の
「
土
師
一
流
催
馬
楽
神
楽
」
を
組

み
立
て
た
こ
と
を
、
国
久
に
よ
る
『
土
師
一
流
催
馬
楽
神
楽
歌
』
や
『
神
道
諸
祝
詞
集
』
の

分
析
か
ら
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
加
え
て
『
土
師
一
流
催
馬
楽
神
楽
歌
』
に
あ
る
神
楽
歌
の

典
拠
研
究
か
ら
、
近
世
中
期
の
神
楽
改
革
に
は
、
国
久
が
歌
人
の
武
者
小
路
実
陰
の
門
弟
と

し
て
和
歌
を
学
び
、
堂
上
歌
壇
の
歌
を
積
極
的
に
摂
取
し
た
こ
と
も
明
ら
か
に
す
る
。

　
鷲
宮
神
社
の
「
土
師
一
流
催
馬
楽
神
楽
」
は
、
本
論
文
で
は
具
体
的
に
論
述
さ
れ
て
い
な

い
が
、
現
行
の
関
東
地
方
の
太
々
神
楽
、
里
神
楽
の
内
容
か
ら
は
、
各
地
に
多
大
な
影
響
を

与
え
て
い
る
の
が
う
か
が
え
、
申
請
者
の
研
究
成
果
は
当
地
方
の
神
楽
研
究
に
と
っ
て
重
要

と
い
え
る
。
鷲
宮
神
社
の
神
楽
改
革
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
第
四
部
第
一
章
で
、
大
宮
司
大

内
国
政
に
よ
る
近
世
末
の
神
楽
と
神
社
縁
起
の
改
変
に
つ
い
て
の
論
述
も
あ
る
。
国
政
は
平

田
篤
胤
に
師
事
す
る
と
と
も
に
歌
道
を
学
び
、「
太
刀
折
紙
の
舞
」
の
創
設
と
、
こ
の
曲
の

由
来
と
神
社
縁
起
と
を
結
び
つ
け
て
縁
起
を
も
改
編
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。

　
以
上
の
鷲
宮
神
社
の
近
世
期
の
「
土
師
一
流
催
馬
楽
神
楽
」
の
創
設
と
改
変
の
研
究
か
ら

は
、
在
地
神
主
が
唯
一
神
道
教
義
や
吉
川
惟
足
の
神
道
教
義
を
自
覚
的
に
摂
取
し
な
が
ら
神
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学
を
獲
得
し
、こ
れ
に
基
づ
い
て
神
楽
が
改
変
さ
れ
、新
た
な
伝
承
内
容
が
形
成
さ
れ
て
い
っ

た
こ
と
が
導
き
出
せ
る
。

　
第
二
に
は
、
第
三
部
で
論
じ
た
近
世
中
期
の
榛
名
山
に
お
け
る
太
々
講
と
い
う
参
詣
講
に

よ
る
神
楽
奉
納
な
ど
の
参
詣
費
用
の
実
態
と
変
化
を
背
景
に
、近
世
期
に
お
け
る
「
神
楽
師
」

な
ど
と
呼
ば
れ
た
神
楽
斎
行
者
と
神
楽
に
も
携
わ
っ
た
神
子
（
巫
女
）
の
神
社
組
織
や
地
域

社
会
で
位
置
づ
け
と
動
向
に
つ
い
て
、
吉
田
家
江
戸
本
所
の
神
社
・
社
人
支
配
と
結
び
つ
け

て
分
析
し
て
い
る
。
榛
名
山
に
奉
納
さ
れ
た
太
々
神
楽
の
内
容
と
神
子
の
具
体
的
行
為
に
つ

い
て
の
提
示
が
な
く
、
論
述
は
十
分
と
は
い
え
な
い
が
、
前
述
の
よ
う
に
近
年
は
神
楽
斎
行

者
の
動
き
を
宗
教
組
織
と
の
関
係
か
ら
把
握
す
る
研
究
が
増
え
て
い
る
な
か
で
、
本
論
文
で

は
神
楽
斎
行
者
と
本
山
・
本
所
の
関
係
だ
け
で
な
く
、
こ
れ
に
神
楽
斎
行
者
が
所
属
す
る
神

社
も
含
め
て
い
る
の
が
評
価
で
き
る
。

　
第
三
に
は
、
本
論
文
は
近
世
期
の
関
東
地
方
の
太
々
神
楽
の
動
向
を
主
題
と
す
る
が
、
第

四
部
で
は
生
業
と
結
び
つ
い
た
新
た
な
神
楽
演
目
の
創
設
に
着
目
し
、
明
治
期
以
降
の
太
々

神
楽
の
動
向
研
究
の
足
が
か
り
を
提
示
し
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
関
東
地
方
北
部
で
は
養
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蚕
業
の
活
況
化
と
相
俟
っ
て
、
従
前
か
ら
存
在
し
た
稲
作
系
演
目
を
下
地
と
し
て
、
養
蚕
に

関
す
る
演
目
が
い
く
つ
か
の
地
で
同
時
に
創
成
さ
れ
た
こ
と
を
発
見
し
て
い
る
。

　
本
論
文
に
は
、
以
上
の
よ
う
な
成
果
が
あ
る
も
の
の
、
近
世
期
に
お
け
る
神
楽
演
目
の
改

変
と
神
楽
斎
行
者
や
神
子
の
神
社
組
織
内
や
社
会
に
お
け
る
位
置
づ
け
の
変
化
、ま
た
、太
々

講
な
ど
の
名
の
も
と
で
の
神
社
参
詣
や
神
楽
奉
納
の
活
発
化
の
三
者
が
ど
の
よ
う
に
連
関
す

る
の
か
、
あ
る
い
は
影
響
し
合
っ
て
い
る
の
か
の
視
点
と
論
述
は
十
分
で
は
な
い
。
近
世
期

に
お
け
る
神
楽
の
内
容
と
斎
行
の
変
化
変
容
の
う
ね
り
が
、
全
体
と
し
て
ど
の
よ
う
に
描
け

る
の
か
と
い
う
課
題
認
識
が
示
さ
れ
て
い
な
い
。

　
こ
れ
ら
に
つ
い
て
の
研
究
の
見
通
し
が
欲
し
く
、ま
た
、関
東
地
方
に
お
け
る
現
在
の
太
々

神
楽
の
内
容
や
斎
行
方
式
が
近
世
期
と
ど
の
よ
う
に
連
関
す
る
の
か
と
い
う
視
点
と
論
述
も

必
要
で
あ
る
。
申
請
者
の
研
究
に
は
、
こ
れ
ら
い
く
つ
も
の
今
後
の
課
題
が
あ
る
が
、
本
論

文
は
、
関
東
地
方
の
太
々
神
楽
の
動
向
に
つ
い
て
、
近
世
期
に
お
け
る
改
変
や
改
編
の
具
体

相
と
、
こ
う
し
た
研
究
の
重
要
性
が
提
示
で
き
て
お
り
、
本
論
文
の
提
出
者
で
あ
る
矢
嶋
正

幸
は
、
博
士
（
民
俗
学
）
の
学
位
が
授
与
さ
れ
る
資
格
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。
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令
和
七
年
二
月
十
七
日

　
　
　
　
　
　
　
　
主
査
　
國
學
院
大
學
大
学
院
客
員
教
授
　
小
川
　
直
之
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
副
査
　
國
學
院
大
學
教
授
　
　
　
　
　
　
大
石
　
泰
夫
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
副
査
　
敬
和
学
園
大
学
名
誉
教
授
　
　
　
神
田
　
よ
り
子
　
　
　

　


